
フォマの主日 聖体礼儀 代わるところ 

トロパリ 

 
光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

 

ポロキメン ３調 

 
（句）主をほめ揚げよ、蓋し我等の神に歌うは善なり、蓋しこれ楽しきことなり。 

 トロパリ
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  コンダク
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アリルイヤ ８調 

来たりて主に歌い、神我が救いの防固
か た め

に呼ばん。 

（句）蓋、主は大
おおい

なる神、大
おおい

なる王にして諸神にまさる。 

 

福音経の読み イオアン伝 20:19-31 

 



 
「常に福」の代わりに「神の使い」 

「既に真の光」の代わりに「ハリストス死より･･･」 



 


